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金研ハイブ リッドマグネッ､トは1986年に31･▲lT という世界最高の定常磁場を記録し､そ

の後も順調に運転されている･｡その磁場を用いた物性研究の一部は本研究会でも報告され

ている｡

ところで､最近の日本における強磁場研究の発展に刺激され､米国科学財団 (NSF)には

1億 ドルに上るマグネ ットの新設計画が提案されている｡また酸化物高温超伝導休のフィ

ーバーの下に日本の科技庁金材技研でも40T級ハイブ リッドマグネットを含む数10億円の

設備計画が進行 している｡このような現状の下に､我 々はノ＼イブ リッドマグネットの改良

計画を進めるだけでなく､一新たに準定常強磁場マグネットの検討を開始した｡これは50T一

程度の磁場を 1秒間程度発生させるもので､_いわゆるロングパルスマグネットよりも定常

で唯一の準定常マグネットといえるであろう｡

準定常マグネットの電源としては､電力会社からの送電を直接利用する方法もあるが､

数10MWという大電力の基本料金が問題になるので､数10NJの容量をもつ蓄電設備を併用す

る方が得策である｡蓄電にはフライホイー ルや化学 コンデンサを利用することもできる

が ､ 最 も 興 味 深 い の は 超 伝 導 コイルによる方式であろう｡､これは一般的な電力需給調整用

超 伝 導 ス ト レ ー ジ の 開 発 に も つ な が る と 期 待 される｡

磁 場 コ イ ル の 本 休 に 妹 ､, 大 電 力 定 常 マ グ ネ ッ ト の よ う な 常 温 水 冷型の他に､パルスマグ

ネ ッ ト で し ば し ば 用 い ら れ る √ク ラ イ オ ジ ･エ ニ ッ ク 型 が 考 え ら れ る ｡.こ れ は コ イ ル の 電気抵

抗 を 下 げ て 電 力 を 少 な く す る た め に 液 休 窒 素 な ど の 度 劇 を 用 い る も ふ 細 る ｡ パ ル ス マ グ

ネ ッ ト は 単 に 寒 剤 に 浸 漬 す る だ 昧 で あ る が ､準 定 常 マ グ ネ ッ ト で は 寒 剤 の 埠 頭 が 必 要 に な

る で あ ろ う ｡ ま た ､ こ の よ う な 大 電 力 コ イルだ け で 5叶 -iこ磁 場 を 発 生 さ せ る の で な く ､ 外

側 に 超 伝 導 コ イ ル を お い た ハ イ ブ リ ッ ド 型にす る こ と も ､考 え ら れ る ｡ 定 常 的 な ハ イ ブ リ ッ

ド マ グ ネ ッ ト に 比 べ て 電 磁 誘 導 な ど に よる制約 が 厳 し く な る が ､ た と え 8T程 度 で あ っ て も

超 伝 導 コ イ ル に よ る 磁 場 を 組 合 わ せ る 方が有利 に な る と 思 わ れ る ｡

以 上 の よ う な 検 討 の 下 ･に ､_ 我 々 は ユニークな 準 定 常 強 磁 場 マ グ ネ ッ ト を 計 画 し て い る

が ､ か な り の 予 算 を 必 要 と す る こ と 一一でもあり､ パ イ プ .リ 】ツ ド マ グ ネ ッ ト 増 或 計 画 と 併 せ て

関 係 す る 方 々 の 御 支 援 を お 願 い し たい｡
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